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２㹅㸯３ 

⏘学連ᦠᆺプロジ࢙クトの Patent metricsを用いた新つプロジ࢙クト評価法

の㛤発ཬࡧ社会的Ἴཬຠ果に関する考察 

 
 （ඣ⋢ ⪔ኴ㸦ᾏ㐨大学）、ᴮ本 ᝅ㸦株ᘧ会社パテント・リザルトۑ

 

࠙研究ᴫ要ࠚ 

ᡃ々は、⏘学連ᦠᆺプロジ࢙クトのエࣅデンスに基づいた新しいプロジ࢙クト評価法を確❧することを

目的に研究を行った。ලయ的には、ᪧ科学ᢏ⾡⯆調ᩚ費でᐇされた研究課題のうࡕ、特に科学ᢏ⾡

のᐇ用化、事業化を志向するような⏘学連ᦠ大ᆺプロジ࢙クトに↔Ⅼをᙜて、ᐈ観的᰿ᣐに基づく科学

ᢏ⾡イノ࣋ーࣙࢩンᨻ策のᙧᡂに中㛗ᮇ的にᐤ与しうる新たなゎ析手法やࣔデル分析、集計指ᶆ等の㛤

発を目的に研究をᐇした。 

このような新たなゎ析手法を用いた上で、ྛ事業の性᱁を㋃まえ同様の⏘学連ᦠ大ᆺプロジ࢙クトを

画する㝿に参考となるような研究ᡂ果に基づく新つプロジ࢙クト評価法をᥦ♧することにより、このよ

うなプロジ࢙クトの社会的Ἴཬຠ果のண 、ၥ題ᥦ㉳やᨻ策ᥦゝを行いたい。 

 

࠙⫼景ࠚ 

㏆年、大学や公的研究機関においるᛂ用研究や㛤発研究が重どされ、⏘学連ᦠを目的とした、あるいは

᥇ᢥᙜึから⏘学༠働でᐇするようなプロジ࢙クトに公的➇த的研究資金がᢞධされている。科研費

のような基♏研究の研究ᡂ果の多くは、査ㄞき論文として研究がᐇされるとすࡄに公㛤され、査ㄞ

論文を対象とする科学計㔞学的ゎ析が㐺ᛂでき一方、このような⏘学連ᦠ研究の場合は、⏘業ഃが事業

化しなけれࡤならないため、論文ᢞ✏をඃඛするഴ向は基♏研究にẚて消ᴟ的であり、その研究ᡂ果

として最ึに⾲現される対象は、多くは特チ出㢪になる。最㏆では大学や TLOに対する特チ関連業務に

対する⿵ຓ金がษれ、大学や公的研究機関からの特チ出㢪ᩘもⴠࡕ╔いてきているが、このような⏘学

連ᦠᆺプロジ࢙クトの研究ᡂ果は、特チ出㢪の㉁や内容よりもᩘが重どされてきたഴ向はྰめない。日

本ᅜ内において大学や公的研究機関で特チ⏦ㄳが活発に行ࢃれるようになったのは、日本∧バイドール

法がᖹᡂ㸯㸯年に行されてからであり、Ṕྐがὸいからか特チを用いた定㔞的な公的研究プロジ࢙ク

トの評価はとࢇど行ࢃれていない。 

一方、大学や公的研究機関から出㢪された特チを用いて事業化を行うような大学࣋ンチャーにᢞ資を行

う࣋ンチャーキャࣆタル㸦VC）は、ᾏのものとも山のものともࢃからない大学発特チについて中㌟をす

て精査するのではなく、特チの⤒過情報などᐈ観的なデータの活用により、ある⛬ᗘの足きりを行っ

たᚋ、ᢞ資する件について精査する方法をྲྀっている VCもある。 

ᡃ々は、このような特チ評価の方法論をᛂ用して、⏘学連ᦠᆺプロジ࢙クトのエࣅデンスに基づいた新

しいプロジ࢙クト評価法を確❧することを目的に研究を行った。なお、特チ価್の評価には、パテント

リザルト社の༠ຊを௮ぎ、同社のアルࢦリ࣒ࢬを用し行った。 

同社はパテントスコアをࡤれる自動特チ評価ࢩステ࣒を⊂自㛤発し、このパテントスコアは、主に

用価್が低い特チのスクリーࢽングに㐺用され、↓㥏な⥔持年金ᨭᡶいの⠇⣙、いࢃゆる特チのᲴ༺し

に用される。また、➇合他社をྵめたᢏ⾡分㔝別の特チ⩌のパテントスコア್合計を⟬出し、➇合分

析にも活用されている。さらには、業の㈈務データやಽ⏘確⋡とパテントスコアの相関などが研究さ

れており、⤒῭⏘業┬の受ク研究ᡂ果として公㛤されている 1),2),3)。 

パテントスコアは、特チ出㢪ᚋのᑂ査⤒過情報をもとに、 ಶ別特チのὀ目ᗘをスコアリング評価する

指ᶆであり、出㢪ே、ᑂ査ᐁ、➇合他社の 3 者のアクࣙࢩンに╔目し、 同一ᢏ⾡分㔝、出㢪年の他の

特チとの相対ẚ㍑により ೫ᕪ್で評価を行う。 

 （の意ḧ㸦᪩ᮇᑂ査ㄳồ、ᅜ㝿出㢪など出㢪ேのᶒ化ی

 （ඛ行ᢏ⾡としてのᑂ査ᐁからの認知ᗘ㸦ᣄ⤯理⏤通知にᘬ用されたᅇᩘなどی

 （合他者からのὀ目ᗘ㸦↓ຠᑂุ、異㆟⏦❧の᭷↓など➇ی

このような指ᶆをྵめたアルࢦリ࣒ࢬによって評価を行うため、出㢪ேによるᶒ化の意ḧが高い特

チや、ᑂ査ᐁや➇合他社からὀ目される特チど、パテントスコアによる評価結果は高くなる。 

このようなパテントスコアのような自動特チ評価ࢩステ࣒は、おおࡡࡴ特チ出㢪ᚋのᑂ査⤒過情報をパ

ラ࣓ータに⤌ࡳ㎸ࢇでいるため、ಶ々の特チのパテントスコアをẚ㍑するよりも、⾲㸯のような出㢪機
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関全యでのデータからその機関の研究㛤発ຊや知㈈⟶理能ຊを分析する㝿にጾຊを発する。 

No. ᶵ㛵名 Ⓩ㘓௳数 出㢪௳数
Ⓩ㘓௳数
䠋
出㢪௳数

䝟テントスコ䜰
合ィ

䝟テントス
コ䜰平均

≉チ資⏘規ᶍ
≉チ資⏘
平均

1 ⏘ᴗᢏ⾡⥲合◊✲ᡤ 8410 16781 50.1% 417945.7 49.7 114095.5 13.6
2 ⛉Ꮫᢏ⾡⯆ᶵᵓ 3137 9957 31.5% 161561.2 51.5 58063.9 18.5
3 物㉁・ᮦᩱ◊✲ᶵᵓ 1384 3029 45.7% 68523.6 49.5 18056.9 13.0
4 ᮾி大Ꮫ 460 2027 22.7% 24918.7 54.2 16670.9 36.2
5 ㎰ᴗ・食ရ⏘ᴗᢏ⾡⥲合◊✲ᶵᵓ 1107 2624 42.2% 55381.8 50.0 16527.5 14.9
6 ᛂ⩏ሿ 302 1126 26.8% 17517.0 58.0 15795.7 52.3
7 㕲㐨⥲合ᢏ⾡◊✲ᡤ 1153 3588 32.1% 58014.8 50.3 15769.8 13.7
8 ᮾ大Ꮫ 499 2312 21.6% 26919.2 53.9 15684.3 31.4
9 ⌮化Ꮫ◊✲ᡤ 643 3017 21.3% 33389.6 51.9 15326.4 23.8
10 ᮾிᕤᴗ大Ꮫ 517 2170 23.8% 27644.0 53.5 15118.7 29.2
11 名ྂᒇ大Ꮫ 324 1240 26.1% 18040.1 55.7 14832.4 45.8
12 ᒸᒣ大Ꮫ 178 535 33.3% 10640.5 59.8 14102.1 79.2
13 情報㏻信◊✲ᶵᵓ 1059 2389 44.3% 51715.0 48.8 12353.8 11.7
14 ᪥ᮏཎ子力◊✲㛤Ⓨᶵᵓ 992 3538 28.0% 48241.7 48.6 11877.7 12.0
15 ᕞ大Ꮫ 212 1005 21.1% 11990.7 56.6 11856.2 55.9
16 大㜰大Ꮫ 322 1609 20.0% 17320.2 53.8 11622.4 36.1
17 ᗈᓥ大Ꮫ 295 993 29.7% 15837.7 53.7 11263.0 38.2
18 㟁力୰ኸ◊✲ᡤ 640 1864 34.3% 32739.4 51.2 11079.5 17.3
19 ி㒔大Ꮫ 328 1418 23.1% 17810.8 54.3 9803.2 29.9
20 ᾏ㐨大Ꮫ 241 1088 22.2% 13057.5 54.2 9280.1 38.5  
⾲㸯㸸公的研究機関の特チⓏ㘓ᡂຌ⋡およࡧパテントスコア㸦ڦ㸸ᅇの研究対象機関） 
このような⫼景より、ᅇᡃ々は公的資金がᢞධされた事業化を志向するような⏘学連ᦠ大ᆺプロ

ジ࢙クトを研究対象にし、プロジ࢙クト全యの研究㛤発ᡂ果、さらにプロジ࢙クトᐇ機関の研究

㛤発ຊやᐇ用化能ຊ、知的㈈⏘࣐ネジ࣓ント能ຊを分析することを目ᶆに研究を行った。 
 
࠙研究方法ࠚ 

科学ᢏ⾡のᐇ用化、事業化を志向するような⏘学連ᦠ大ᆺプロジ࢙クトのうࡕ、特にᾏ㐨大学、ி㒔

大学でᐇされた合計㸲つの公ເᆺ⏘学連ᦠ研究において、⏘学連ᦠ研究の主要ᡂ果である「特チ」を

ゎ析対象として、その資⏘価್をⓏ㘓ᡂຌ⋡、ࢧイエンスリンケージやパテントリザルト社のパテント

スコア等の定㔞的なパラ࣓ータを用いてデࣗーディリジ࢙ンスし、研究ᡂ果の社会Ἴཬຠ果をゎ析ཬࡧ

ண する。 

本⏦ㄳの研究対象プロジ࢙クトは௨ୗの通り

である。 

研究対象プロジ࢙クト㸸 

科学ᢏ⾡⯆調ᩚ費「重要課題ゎỴᆺ研究ی

等の᥎㐍」 

ձᖹᡂ 14年ᗘ᥇ᢥ課題 ඛ➃㡿域⼥合による

㛤ᨺᆺ་学研究ᣐⅬᙧᡂ ி㒔大学 

ղᖹᡂ 15年ᗘ᥇ᢥ課題 大リࢧーチ㸤ࣅジ

ネスパーク構 ᾏ㐨大学 

http://www.jst.go.jp/shincho/program/sen

ryaku_kyo.html 

࣋科学ᢏ⾡⯆調ᩚ費「ඛ➃⼥合㡿域イノی

ーࣙࢩン出ᣐⅬᙧᡂ」 

ճᖹᡂ 18年ᗘ᥇ᢥ課題 未来⸆・་⒪イノ

 ンᣐⅬᙧᡂ ᾏ㐨大学ࣙࢩー࣋

㸦༠働機関㸸ሷ㔝⩏〇⸆、日❧〇సᡤ、住࣋ークライト、日本࣓ジࣇィジックス、୕⳻重工業） 

մᖹᡂ 18年ᗘ᥇ᢥ課題 高ḟ生యイ࣓ージングඛ➃テクノࣈࣁ㸦CKプロジ࢙クト） ி㒔大学 

http://www.jst.go.jp/shincho/program/sentan_ino.html 

㸦༠働機関㸸キャノン） 

まず、対象となるプロジ࢙クトから出されたと考えられる特チ件についてࢧンプリングを行った。

なお、データのᖹ等性を担保するため、すて公㛤情報を用いてゎ析に౪した。 

 ンプリング᮲件ࢧۍ

ձ㸲つのプロジ࢙クトの㐠Ⴀにᚑ事する研究者ྡをୗグࢯースから抽出し、まずは同ጣ同ྡをྵࡴ全

ৎກ

ਨਲপ学

প学

ਠ

ਟఇୢ؞ॖঀ
ঋش३ঙথುਡ形ਛ

CKউট४ख़ॡॺ

ਨপজ१شॳ٭অ४ॿ
५ঃشॡଡ୳

ഈ୩ୠ়पेॊ৫
ଣୢ学ଢ଼ುਡ形ਛ

ਛ14ফ

各プロジェクトの実施期間
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一⮴の発明者ྡで᳨⣴。 

(2012年 07᭶ᮎまでに㟁子化されている日本ᅜ内の公報⩌) 

ղ同ጣ同ྡの別発明者が出㢪している特チを㝖外するため、公報グ㍕の発明者住ᡤの情報をඖに௨ୗの

᮲件にヱᙜするもので⤠㎸。 

 ・発明者ྡがᐇ機関に属している場合、Ẹ間業の同ጣ同ྡは㝖外。 

 ・その上で発明者住ᡤがᐇ機関の㒔㐨ᗓ┴ྡであるものに㝈定。 

ճ「ղ」にヱᙜする出㢪␒ྕのࡳでྛプロジ࢙クトの調査対象範ᅖを定⩏。 

なお、本᮲件では、主に発明者ྡで᳨⣴を行っているため、ࢧンプリングされた特チは、ᐇ㝿に対象プ

ロジ࢙クトのᡂ果でない可能性もある。しかしながら、プロジ࢙クト参画者ಶ々の研究資金ᢞධによ

るἼཬຠ果があったと見し、研究ᡂ果であるとした。 

続いて、ࢧンプリングされた特チ明⣽書を用いてパテントスコア、ࢧイエンスリンケージ等の定㔞デー

タを⟬出し、分析に౪した。 

さらに、本研究は⏘学連ᦠᆺプロジ࢙クトが対象であるため、それぞれの特チを௨ୗのように分㢮し、

ྛᚑ属ኚᩘとのᅇᖐ分析を行う。なお、過ཤの報告㸲）とのẚ㍑を行うため、ㄝ明ኚᩘཬࡧᚑ属ኚᩘを同

様のものを用いることとした。 

ձ大学༢⊂出㢪 

ղ大学・公的研究機関ඹ同出㢪 

ճ大学・業ඹ同出㢪 

մ業༢⊂出㢪 

 

࠙結果ࠚ 

クトについて௨ୗの特チが研究ᡂ果として抽出することができた。こ࢙ンプリングの結果、ྛプロジࢧ

れらの特チについて、ྛ種ステータス、パテントスコアの⟬出を行った結果を⾲㸰に♧す。 

なお、ヲ⣽なゎ析結果については、発⾲内でㄝ明を行う 

 研究対象特チۍ

大リࢧーチ㸤ࣅジネスパーク構㸸176件 

ඛ➃㡿域⼥合による㛤ᨺᆺ་学研究ᣐⅬᙧᡂ㸸100件 

未来⸆・་⒪イノ࣋ーࣙࢩンᣐⅬᙧᡂ㸸235件 

高ḟ生యイ࣓ージングඛ➃テクノࣈࣁ㸸182件 

A B C
ᶒ利
⥅⥆

ᑂᰝ
୰

出㢪
のみ

ྲྀ下
䛢

ᣄ⤯ ኻ効

大䝸䝃ーチ䠃䝡ジネ
ス䝟ークᵓ想

ᾏ㐨大Ꮫ 2003 2007 176 105 71 10 93 2 66 39 0 38 32 1

ඛ➃㡿ᇦ融合による㛤
放ᆺ་Ꮫ◊✲ᣐ点ᙧ
成

ி㒔大Ꮫ 2002 2006 100 50 50 3 47 0 36 14 0 21 27 2

ᮍ᮶⸆・་⒪イ䝜ベー
ションᣐ点ᙧ成

ᾏ㐨大Ꮫ 2006 2015 235 176 59 9 152 15 56 94 26 47 11 1

㧗ḟ生యイメージン䜾
ඛ➃テク䝜䝝ブ

ி㒔大Ꮫ 2006 2015 182 116 66 14 86 16 18 60 38 59 7 0

௳数ෆヂ レイテ䜱ン䜾䠋ステー䝍スෆヂ
調ᰝᑐ㇟
⥲௳数

◊✲ᑐ㇟プ䝻ジ䜵クト 実ᶵ㛵
㛤ጞ
ᖺ度

⤊
ᖺ度 有効 無効

レイテ䜱ン䜾ู ステー䝍スู

⛉Ꮫᢏ⾡⯆調ᩚ㈝
「ඛ➃融合㡿ᇦイ䝜ベー
ション出ᣐ点ᙧ成」

⛉Ꮫᢏ⾡⯆調ᩚ㈝
「㔜せㄢ題解Ỵᆺ◊✲
等の᥎㐍」

 
⾲㸰、ྛプロジ࢙クトの特チᡂ果およࡧそのステータスཬࡧ特チ価್ 
ྛプロジ࢙クトについて、ᑂ査ㄳồ⋡、Ⓩ㘓査定⋡、⥲合スコア、最高スコア等のパラ࣓ータの⟬

出を行った㸦⾲㸱）。その結果、ࡰ同つᶍண⟬のプロジ࢙クトについてẚ㍑したところ、ᾏ㐨

大学がி㒔大学よりも出㢪、ᑂ査ㄳồ、特チⓏ㘓のいずれも多く、⥲合スコア、最高スコアともに

ᾏ㐨大学の「未来⸆・་⒪イノ࣋ーࣙࢩンᣐⅬᙧᡂ」事業がもっとも高い್を♧した。 
パテントスコアのような自動特チ評価ࢩステ࣒は、ステータスやᘬ用ᅇᩘといった⤒過情報をⰍ⃰く

ᫎするため、⤒過年ᩘが大きくなるどスコアが高くなるഴ向があるにも関ࢃらず、ᚋ続プロジ࢙ク

トの⥲合スコア、最高スコアが高くなっている、このことは、過ཤにᐇされたプロジ࢙クトの知

見や⤒験を㋃まえて、ᨻ策的にᚋ続プロジ࢙クトのไᗘタ計を行い、さらにᐇ機関についてもプ

ロジ࢙クト࣐ネジ࣓ントや知的㈈⏘࣐ネジ࣓ントのᨵၿを行ったຠ果であることが᥎定される。 



― 720―

ᑂᰝㄳồ
௳数

ᑂᰝㄳồ
率

Ⓩ㘓ᰝ定
௳数

Ⓩ㘓ᰝ定

率
*

༢⊂ಖ有
௳数

共ྠಖ有
௳数

⿕ᘬ⏝
௳数

平均㻵㻼㻯数
（１බ報ᙜた

り）

⥲合
スコ䜰

᭱㧗
スコ䜰

大䝸䝃ーチ䠃䝡ジネ
ス䝟ークᵓ想

ᾏ㐨大Ꮫ 176 141 ( 80.11% ) 67 ( 65.69% ) 118 58 52 4.35 531.6 74.8

ඛ➃㡿ᇦ融合による㛤
放ᆺ་Ꮫ◊✲ᣐ点ᙧ
成

ி㒔大Ꮫ 100 82 ( 82.00% ) 38 ( 55.88% ) 70 30 18 5.65 191.6 75.1

ᮍ᮶⸆・་⒪イ䝜ベー
ションᣐ点ᙧ成

ᾏ㐨大Ꮫ 235 167 ( 71.06% ) 57 ( 78.08% ) 163 72 12 3.74 545.8 97.6

㧗ḟ生యイメージン䜾
ඛ➃テク䝜䝝ブ

ி㒔大Ꮫ 182 92 ( 50.55% ) 18 ( 56.25% ) 115 67 4 3.92 481.2 84.2

≉チ㛵㐃ᣦᶆ
調ᰝᑐ㇟
⥲௳数

◊✲ᑐ㇟プ䝻ジ䜵クト 実ᶵ㛵

 
ὀ）2012/7/31の⤒過情報を用。 

㸨）Ⓩ㘓査定⋡㸻Ⓩ㘓査定件ᩘ㸭㸦ᑂ査ㄳồ件ᩘ－᭷ຠ特チ(ᑂ査中)件ᩘ） 

⾲㸱、ྛプロジ࢙クト研究ᡂ果特チの関連指ᶆ 
 

࠙考察ࠚ 

本研究で行った研究は、報告書でグ㍕のあったプロジ࢙クト参画者ྡを基に、発明者を抽出し、プロジ

を対象にࡳクトの┿のᡂ果である特チの࢙クト研究ᡂ果としての特チを定⩏したものであり、プロジ࢙

していない。このため評価精ᗘはຎるとᛮࢃれる。しかしながら、現ᅾまで主に評価ጤဨの主観が中心

であったプロジ࢙クト評価について、ලయ的なᡂ果≀をもとに定㔞的な評価を行える新つな評価方法を

ᥦ♧することができた。 

また、ᅇ評価対象にした公的資金で行ࢃれた⏘学連ᦠᆺプロジ࢙クトは、PDCAࢧイクルが働き、プロ

ジ࢙クト画の㠃でもプロジ࢙クト࣐ネジ࣓ントの㠃でも๓向きなᨵၿが行ࢃれていることが、本評価

方法を用いて確認できた。ᚋ、ᅇ評価したような⏘学連ᦠᆺプロジ࢙クトと科研費のような基♏科

学を中心に行うような公的資金についてẚ㍑᳨ウを行うことにより、よりᢞ資ຠ⋡の高いプロジ࢙クト

画に資するような評価方法をᥦ♧していきたい。 
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